恨めしと 人 を 目に おく こと もこ そ 身の 

おとろ へに ほかなら ぬかな (晶子) 

天子が 新しくお 立ちに なり、 時代の 空気が 変わって 

から、 源氏 は 何にも 興味が 持て なくなつ ていた。 官位 

きゅうくつ 

の 昇進した 窮屈 さもあって、 忍び 歩き ももう 軽々 し 

くで きないの である。 あちらに もこ ちらに も 待って 訪 

われぬ 恋人の 悩み を 作らせて いた。 そんな 恨みの 報い 

ちゅうぐう なげ 

なのか 源氏 自身 は 中宮 の 御 冷淡 さ を 歎く 苦しい 涙ば 

かり を 流して いた。 位 をお 退きに なった 院と 中宮 は 普 



場合 書かぬ ことにな つた。 そうとい つても 露骨に 反感 

を 見せたり、 軽蔑 的な 態度 をと つた リ する ことのない 

の を 源氏 は うれしく 思った。 こんな 人で あるから 長い 

年月の 間 忘れる こ ともなく 恋しい ので あると 思つ てい 

あお い おも 

た。 左大臣 家に いる 葵 夫人 (この 人の こと を 主にし 

て 書かれた 巻の 名 を 用いて 書く) はこん な ふうに 源氏 

の 心が 幾つに も 分かれて いるの を 憎みながら も、 たい 

して ほかの 恋愛 を 隠そうと もしない 人に は、 恨み を 

言っても 言いが いがない と 思って いた。 夫人 は 妊娠し 

ていて 気分が 悪く 心細い 気になつ ていた。 源氏 はわが 

子の 母に なろうと する 葵 夫人に また 新しい 愛 を 感じ 始 



めん ど-つ 

いるので あるから、 抗議 を すれば、 いっそう 面倒に な 

る こと を 恐れて、 だれも 知らない 顔 を 作って いるので 

ある。 とうとう 前へ 大臣 家の 車 を 立て 並べられて、 御 

息 所の 車 は 葵 夫人の 女房が 乗 つ た 幾 台 かの 車の 奥へ 押 

し 込まれて、 何も 見えない ことにな つた。 それ を 残念 

に 思う よりも、 こんな 忍び 姿の 自身の だれで あるか を 

くちお 

見 現わして ののしられ ている ことが 口惜しくて ならな 

ながえ す あし 

かった。 車の 轅を 据える 台な ども 脚 は 皆 折られて し 

まって、 ほかの 車の 胴へ 先 を 引き 掛けて ようやく 中心 

を 保た せて あるので あるから、 体裁の 悪さ も はなはだ 

しい。 どうして こんな 所へ 出かけて 来たの かと 御 息 所 



ど 以前から 今日まで も 忘れずに 愛 を 求めて くる 源氏に 

は 普通の 男性に 見られない 誠実 さが あるので あるから、 

それほどの 志 を 持った 人 は少々 欠点が あっても 好意が 

びぼう 

持 たれる のに、 まして これほどの 美貌の 主で あつたか 

と 思う と 一 種の 感激 を 覚えた。 けれども それ は 結婚 を 

しても よい、 愛に 報いよう とまです る 心の 動きで はな 

かった。 宫の 若い 女房た ち は 聞き苦し いまでに 源氏 を 

ほめた。 

翌日の 加 茂 祭りの 日に 左大臣 家の人々 は 見物に 出な 

みそ ギ J 

かった。 源氏に 御 禊の 日の 車の 場所 争い を 詳しく 告げ 

みやす どころ 

た 人が あつたので、 源氏 は 御 息 所に 同情して 葵 夫人の 



態度 を 飽き 足らず 思 つ た。 貴婦人と しての 資格 を 十分 

に 備えながら、 情味に 欠けた 強い 性格から、 自身 は そ 

れ ほどに 憎んで はいなかった であろうが、 そうした 一 

人の 男 を 巡って 愛の 生活 をして いる 人た ちの 間 はまた 

一 種の 愛で 他 を 見る ものである こと を 知らない 女主 人 

の 意志に 習って 付き添った 人間が 御 息 所 を 侮辱した に 

違いない、 見識の ある 上品な 貴女で ある 御 息 所 は どん 

なにい やな 気がさせられた であろうと、 気の毒に 思つ 

やしき 

てす ぐに 訪問した が、 斎宮が まだ 邸に おいでになる 

から、 神への 遠慮と いう 口実で 逢って くれなかった。 

源氏に は 自身まで もが K めしくて ならない、 晃 在の 卸 



息 所の 心理 はわ か つ て いながら も、 どちらも こんなに 

自己 を 主張す るよう な ことがなくて 柔らかに 心が 持て 

た んそく 

ない のであろう かと 歎息され るので あった。 

祭りの 日の 源氏 は 左大臣 家へ 行かずに 二 条の院 にい 

た。 そして 町へ 見物に 出て 見る 気になって いたので あ 

これみつ 

る。 西の 対へ 行って、 惟光に 車の 用意 を 命じた。 

「女 連 も 見物に 出ます か」 

と 言いながら、 源氏 は 美しく 装うた 紫の 姫君の 姿 を 

笑顔で ながめて いた。 

「あなた はぜ ひお いでなさい。 私が いっしょに つれて 

行き ましょうね I 



という 挨拶で ある。 どこの 風流 女の する ことで あろ 

うと 思いながら、 そこ は 実際よ い 場所で もあった から、 

その 車に 並べ て 源氏 は 車 を 据えさせた。 

「どうして こんなよ い 場所 をお 取りに なった かとうら 

やましく 思いました」 

と言うと、 品の よい 扇の 端 を 折って、 それに 書いて 

よこした。 

ゆ^ 

はかなし や 人の かざせる あふひ 故 神の しるしの 今 

曰 を 待ちけ る 



などと 言つ てあつた。 

葵の 君の 容体 はます ます 悪 い 。 六条 の 御 息 所の 生 霊 

であると も、 その 父で ある 故人の 大臣の 亡霊が 憑いて 

うわさ 

いると も 言われる 噂の 聞こえて 来た 時、 御 息 所は自 

なげ のろ 

分 自身の 薄命 を 歎く ほかに 人 を咀ぅ 心な ど はない が、 

物思いが つ のれば からだから 離れる ことの あると いう 

魂 は あるいは そんな 恨み を 告げに 源氏の 夫人の 病床へ 

出没す るか もしれ ない と、 こんな ふうに 悟られる こと 

も あるので あった。 物思いの 連続と いってよ い 自分の 

しょうが い 

生涯の 中に、 いまだ 今度 ほど 苦しく 思った こと はな 

みそ ギ J 

かった。 御 禊の 日の S 辱感 から 燃え立った S みは 自分 



ふうで いる こと は 最も 魅惑 的な ものであると 見えた。 

源氏 は 妻の 手 を 取って、 

「悲しい じゃありません か。 私に こんな 苦しい 思い を 

おさせになる」 

多く ものが 言われなかった。 ただ 泣く ばかりで ある。 

平生は 源氏に 真正面から 見られる ととても きまりわる 

そうにして、 横へ そらす その 目で じっと 良人 を 見上げ 

ている うちに 涙が そこから 流れて 出る のであった。 そ 

あ. T 、 

れを 見て 源氏が 深い 憐 み を 覚えた こと はいう まで も 

ない。 あまりに 泣く の を 見て、 残して 行く 親た ちの こ 

と を 考えたり、 また 自分 を 見て、 別れの 堪えが たい 悲 



「御所な どへ あまり 長く 上がらないで 気が済みません 

から、 今日 私 は はじめて あなたから 離れて 行こうと す 

るので すが、 せめて 近い 所に 行って 話 をして からにし 

たい。 あまり よそよそし 過ぎます。 こんなの では」 

と 源氏 は 夫人 へ 取り次がせた。 

「ほんとう にそうで， > /ざいます よ。 体裁 を 気に あそば 

す あなた 様が たのお 間柄で はない ので ございます から。 

あなた 様が 御 衰弱して いらっしゃいましても、 物越し 

などで お話しに なれば いかがでしょう」 

こう 女房が 夫人に 忠告 をして、 病床の 近くへ 座 を 

作った ので、 源氏 は 病室へ はいって 行って 話 をした。 



んな ふうに して 始終 逢う ことができれば うれし い で 

しょうが、 宮様が じっと 付いてい らっしゃ るから、 ぶ 

かけ はんも， < 

しっけに ならない かと 思つ て 御 遠慮しながら 蔭で 煩悶 

をして いた 私に も 同情が できる でしよう。 だから 自分 

でも 早くよ くな ろうと 努める ようにし てね、 これまで 

のように 私たちで い つ しょに いられる ようにな つてく 

ださい。 あまり お母様に あなたが 甘える もの だから、 

あちらで もい つまで も 子供の ようにお 扱いになる ので 

すよ」 

などと 言い置いて きれいに 装束した 源氏の 出かける 

の を 病床の 夫人 は 平生よりも 熱心に ながめて いた。 



源氏 はこう 思った ので ある。 家へ 帰っても 少しも 眠 

れ ない。 故人と 二人の 長い間の 夫婦生活 を 思い出して、 

なぜ 自分 は 妻に 十分の 愛 を 示さな か つたので あろう、 

信頼して いてさえ もらえば、 異性に 対する 自分の 愛 は 

のんき 

妻に 帰る より ほか はない の だと 暢気に 思って、 一時的 

な 衝動 を 受けて は 恨めしく 思わせる ような 罪 をな ぜ自 

分 は 作った のであろう。 そんな ことで 妻 は 生涯，" 心 か 

ら 打ち解けて くれなかった の だな どと、 源氏 は 悔やむ 

ので あるが 今 はもう 何の かいの ある 時で もなかった。 

うすに び 

淡 鈍色の 喪服 を 着る の も 夢の ような 気がした。 もし 自 

分が 先に 死んで いたら、 妻 はこれ よりも 濃い 色の 喪服 



どの 心持ち は 堪えられない ものであった。 秋が 深く 

なった このごろの 風の 音が 身に しむの を 感じる、 そう 

うす レろ 

した ある 夜明けに、 白菊が 淡色 を 染め だした 花の 枝に、 

青が かった 灰色の 紙に 書いた 手紙 を 付けて、 置いて 

行った 使いが あった。 

「気 どった こと を だれが する のだろう」 

と 源氏 は 言って、 手紙 を あけて 見る と 御 息 所の 字で 

あった。 

今まで 御 遠慮して お尋ね もしないで おりました 私の 

心持ち はお わかりに な つてい らっしゃる ことで しょ 

) \^ o 

う 力 



この 花 は 比較に ならない ものと あなた 様のお 目に は 

見える で) J ざいましょう。 

こう 挨拶 を させた ので ある。 撫子に たとえられた 幼 

児 はほんと うに 花の ようで あ つ た。 宫 様の 涙 は 風の 音 

にも 木の葉より 早く 散る ころで あるから、 まして 源氏 

の 歌 はお 心 を 動かした。 

そで ぬ かき 

今 も 見て なかなか 袖 を 濡らす かな 垣 ほ あれに しゃ 

まと 撫子 



ど 悲し ゆ う， 一 y ざい ま すが 、 今度 また あなた 様が こちら 

から 行って おしまい になって、 すっかり よその 方に お 

なり あそばす こと を 思います と」 

言う 言葉が 終わり まで 続かない。 源氏 はだれ にも 同 

情の 目 を 向けながら、 

「すっかり よその 人になる ような ことが どうして ある 

もの か。 私 を そんな 軽薄な ものと 見て いるの だね。 気 

長に 見て いて くれる 人が あれば わかる だろう がね。 し 

かしまた 私の 命が どうなる だろう、 その 自信 はない」 

と 言って、 灯 を 見つめて いる 源氏の 目に 涙が 光って 

いた。 特別に 夫人が かわいが つていた 親 もない 童女が、 



心細そう な 顔 をして いるの を、 もっとも であると 源氏 

は 哀れに 思った。 

「あてき はもう 私に だけし かかわい が つ て もらえない 

人に なった の だね」 

源氏が ザ J う 言う と、 その子 は 声を立てて 泣く ので あ 

る。 からだ 相応な 短い 柏 を 黒い 色に して、 黒い 汗轸 

力ば はかま 力れ 八 

に 樺色の 袴と いう 姿 も 可憐であった。 

「奥さんの こと を 忘れない 人 は、 つまらなくても 我慢 

して、 私の 小さい 子供と いっしょに 暮らして いてく だ 

さい。 皆が 散り散り になって しまって はいつ そう 昔が 

影 も 形 も なくなって しまう からね。 心細い よそん な こ 



そそいだ。 木の葉 を さっと 散らす 風 も 吹いて いた。 源 

氏の 居間に いた 女房 は 非常に 皆 心細く 思って、 夫人の 

死から 日が た つ て、 少し 忘れて いた 涙 を また 滝の よう 

に 流して いた。 今夜から 二 条の院 に 源氏の 泊まる こと 

を 予期して、 家従 や 侍 は そちらで 主人 を 迎えようと、 

だれも 皆 仕度 を ととのえて 帰ろうと して いるので ある _ 

今日です ベての ことが 終わる ので はない が 非常に 悲し 

い 光景で ある。 大臣 も宮 もまた 新しい 悲しみ を 感じて 

おいでになった。 宫へ 源氏 は 手紙で 御 挨拶 をした。 

あ おぼしめ 

院が 非常 に 逢いた く 思 召す ようです から、 今日は こ 

れ から そちらへ 同う つもりで ございます。 かりそめ 



もお かしがった。 古い 詩歌が たくさん 書かれて ある。 

そうしょ かいしょ 

草書 も ある、 楷書 も ある。 

じょ • つず 

「上手な 字 だ」 

たんそく 

歎息 をした あとで、 大臣 はじつ と 空間 を ながめて 物 

思わし いふう をして いた。 源氏が 婿で なくなつ たこと 

が老 大臣に は 惜しんでも 惜しんでも 足りな く 思え るら 

きう ちんこ きん たれと ともに せん 

しい。 「旧 枕 故 衾 誰 与 共」 という 詩の 句の 書かれた 横 

ザ J 、 

な たま とこ 

亡き魂 ぞいと ど 悲しき 寝し 床の あく がれが たき 心 

なら ひに 



た ふうの よく 見える 人が、 今日は また そのほかの 寂し 

ひ ほう 

い 影 も 添って 人々 の 同情 を惹 いた。 無 紋の袍 に 灰色の 

したが さね かむ リ けんえい 

下 襲で、 冠 は 喪中の 人の 用いる 卷纓 であった。 こう 

えん 

した 姿 は 美しい 人に 落ち着き を 加える もので 艷な 趣が 

見えた。 東宮へ も 久しく 御無沙汰 申し上げ ている こと 

が 心苦しくて ならぬ というよ うな 話 を 源氏 は命婦 にし 

て 夜 ふけに な つ てから 退出した。 

そ * つじ 

一 一条の 院は どの 御殿 もき れいに 掃除が できて いて、 

男女が 主人の 帰り を 待ち うけていた。 身分の ある 女房 

も 今日は 皆 そろって 出て いた。 はなやかな 服装 をして 

きれいに 粧 つ ている この 女房た ち を 見た 瞬間に 源氏 



ほど 見事な 華 足付きであった。 餅 もこと にきれ いに 作 

られ てあつた。 少納言 は 感激して 泣いて いた。 結婚の 

形式 を 正しく 踏んだ 源氏の 好意が うれしかった ので あ 

る。 

「それにしても 私たち へ そ つと お言い つけに なれば よ 

ろしい のにね。 あの人が 不思議に 思わなかった でしよ 

うかね」 

とさ さやいて いた。 

若紫と 新婚 後 は 宮中へ 出たり、 院へ 伺候して いたり 

力 t ス 

する 間 も 絶えず 源氏 は 可憐な 妻の 面影 を 心に 浮かべ て 

いた。 恋しくて ならない ので ある。 不思議な 変化が 自 



あまたと し 今日 改めし 色、、 h J ろ もき て は涙ぞ 降る マ J 

J ちす る 

自分 をお さえる 力 もな いので ござ います」 

と 取り次がせた。 宮 から、 

新しき 年と もい はず 降る も の はふり ぬる 人の 涙な 

リナ リ 

という 御 返歌が あった。 どんなにお 悲しかった こと 

であろう。 



(訳注) 源氏 二十 二 歳より 二十 三 歳まで 
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